
肝動脈塞栓術・肝動注療法を受けられる患者様へ 　　　病棟　　　　　　　　　　　　　　　　様

・入院期間は変更になることもあります。

経過 3日目 4～5日目 6日目

治療翌日 治療２・３日後 治療４・５日後

治療当日(   /   )治療前 　治療後 (   /   )

目標

安全に治療が受けられるよう準
備ができる

安静が保てる
出血を起こさない

副作用が緩和され、退院もしく
は次の治療に進める

検査
治療予定時間は別紙にてお知ら
せします

体温、脈拍、血圧を定期的に測定します 必要に応じて採血やCTなどの
検査を行います

治療室に着いてから、点滴を行います。
治療後2～4日間抗生物質の点滴を朝、晩行
います。投与日数は状態により異なりま
す。

時計、指輪、眼鏡、コンタクト
レンズは、予めはずしておいて
ください。義歯は装着したまま
で構いませんが、その旨を看護
師までお知らせください。
当日の内服薬は別紙にてお知ら
せします。
治療前はパジャマでかまいませ
ん。

看護師が傷口を観察します。
朝食後より内服薬は中止薬以外
再開です。
中止している内服薬がある場合
は、医師の指示により看護師か
ら説明します。

退院決定後、次の外来受診日を
お伝えします。
入院費用の請求書は、退院日に
（週末退院の場合は金曜日に）
病棟医療事務が病室までお持ち
します。診察券、必要書類等は
退院日にお渡しします。ご不明
な点は、病棟医療事務にご遠慮
なくお問い合わせください。

　 追加治療が必要な場合は、医師
が説明致します。

処置

消毒と治療後の止血のため
に、テープを貼りますの
で、足の付け根の周囲の除
毛もしくは毛のカットを行
います。

清潔

看護師が蒸しタオルをお持ちし
ます。

活動

治療室へは歩いて行きます。 □治療2時間後に砂袋を外します。5時間後
に医師が傷口の消毒をし、止血を確認した
後、トイレ歩行の許可が出ます。
□午後から治療の場合は帰室2時間後に医
師が傷の消毒をし、止血を確認した後、ト
イレ歩行の許可がでます。
それまでは安静にしていてください。

食事

当日の食事は治療の時間により
異なります。飲水に関しては、
午前治療：午前8時まで飲水可
午後治療:12時まで飲水可
(いずれも以降治療まで少量ずつ
であれば飲水可です)

午前治療の方：朝・昼欠食、夕～流動食
午後治療の方：朝　軽食、昼・夕　欠食
治療後より水・お茶は摂取可能です。

朝：五分粥
昼・夕：全粥
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医師、看護師の説明を受け､治療に安心して臨むことが
できる

副作用が速やかに対処され、苦痛が緩和される

治療前日(  /   )

説明
・

観察

看護師がこれまでに罹った
病気や内服薬などについて
伺います。
氏名確認のためのリストバ
ンドをつけさせていただき
ます。
治療に備えての和式の寝巻
き、T字帯、バスタオル各1
枚を確認させていただきま
す。

医師が治療について説明致
します。同意書に捺印して
いただきますので、印鑑を
ご準備ください。

治療

1日目 2日目

入院日 治療日
日時


